
※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診してください。

父：吉田武史さん　母：ひろみさん　〔正木町〕

（
2
歳
11
カ
月
）

父：飯沼信幸さん　母：朋美さん　〔福寿町〕

期　日 医療機関（医科・歯科）

11月1日
（日）

黒田医院（桑原町）

☎398-8201

はま歯科医院（正木町）

☎394-4662

11月3日
（火）

さの内科クリニック（小熊町）

☎391-8802

たなかファミリー歯科（正木町）

☎392-1158

11月8日
（日）

天外メンタルクリニック（福寿町）

☎392-1502

札場歯科医院（正木町）

☎392-8868

11月15日
（日）

丹菊整形外科（小熊町）

☎391-1411

ほっつ歯科医院（堀津町）

☎398-5272

11月22日
（日）

田中整形外科（正木町）

☎391-8555

正木伊藤歯科（正木町）

☎391-3112

11月23日
（月）

ながき内科クリニック（舟橋町）

☎393-0077

第一河合歯科医院（竹鼻町）

☎392-1567

11月29日
（日）

ばん皮膚科（正木町）

☎391-0056

丸の内歯科医院（竹鼻町）

☎322-6220

12月6日
（日）

山田医院（上中町）

☎392-2313

南谷歯科医院（小熊町）

☎392-8848

行　事　名　【 対 象 者 】 期　　日 時　　間

離 乳 食 教 室
【①5，6カ月児　②7～11カ月児】

11月18日（水) ①9：30～　②10：30～
（受付）

はみがき教室とフッ化物塗布
【2歳以上3歳未満の希望者】

11月19日(木) 9：50～11：05(受付)

健 康 相 談 随時 8：30～17：15

精神保健(こころの)相談 11月24日（火） 13：30～15：30

乳 が ん 検 診
【 3 0 歳以上の女性】 11月12日（木）

場所：正木コミュニティセンター

午前の部　 9：10～11：30
午後の部　13：10～15：30

（受付）大 腸 が ん 検 診
【 4 0 歳以上の女性】

胃がん検診（医療機関委託）
【 5 0 歳 以 上 】

令和3年2月27日（土）
まで

実施医療機関の診療
時間内

実施医療機関はホー
ムページでご確認ま
たは、保健センター
へお問い合わせくだ

さい

大腸がん検診（医療機関委託）
【 4 0 歳 以 上 】

子宮頸がん･体がん検診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
【 2 0 歳以上の女性】
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■人口　67,541人（－187）・男33,399人・女34,142人　■世帯数　26,895世帯（＋255）　令和２年10月1日現在　※(　）は、前年同月との比較

Facebook
フェイスブック ツイッター

羽島市の話題、最新情報をチェック!

Twitter
インスタグラム

Instagram 市政情報を選んで受信

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間約40分）　　■交付場所・予約先　保健センター（内線5302・5303）

＃78
災害時の対策は
　　できていますか

程度は自宅に備えておきましょ

う。

　また、災害が起こったとき、

自宅での安全確保が可能な人は

自宅での避難が基本です。その

ため、大きな家具や家電を固定

したり、赤ちゃんが過ごす場所

の周囲には物を置かないように

したりするなど、日頃から室内

を安全な環境にしておきましょ

う。

　避難場所や連絡方法など災害

が起きたときの対応について、

この機会に家族で話し合ってみ

ると良いですね。

　赤ちゃんがいる家庭では、一般

的な災害への備えだけでは足りま

せん。いざというときに慌てない

よう、事前に準備を整えましょう。

　ミルクやオムツなど、赤ちゃん

の生活に必要な物品を災害の後で

調達するのは大変ですので、普段

から多めに常備し緊急用にまとめ

ておくと便利です。災害直後の3

日分程度はリュックサックに、流

通が回復し始めるまでの1週間分

母子健康手帳の交付

11月  保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
子育て・健幸課（内線5302・5303・5304）

診療時間
午前9時～午後2時

◎広報紙の掲載内容は市ホームページでも確認できます。

羽島市公式LINE

※各がん検診は年度内に1回受診できます。
　生活保護世帯の人は無料のため、検診を受ける前に保健センターへご連絡ください。
※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※各種教室、相談、検診は予約が必要です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。

み
ゆ
う

実
優
ち
ゃ
ん

応募はコチラ

あ な た の ま ち の  行 政 情 報 紙

Hashima City Public Relations
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ごみ処理施設の

建設計画早まる

収穫を迎える市内農地

幸
誠
く
ん

こ
う
せ
い

（
１
歳
8
カ
月
）
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投 票 区 投 票 所

足 近

小 熊

正 木 北

正 木 中

正 木 南

竹 鼻 北

竹 鼻 中

竹 鼻 南

福 寿

江 吉 良

堀 津

上中第１

上中第２

下 中

桑原第１

桑原第２

足近小学校屋内運動場

小熊コミュニティセンター集会室

森公民館

正木小学校屋内運動場

新井公民館

竹鼻小学校屋内運動場

竹鼻中学校屋内運動場

竹鼻南コミュニティセンター集会室

福寿コミュニティセンター１階会議室

江吉良保育園遊戯室

資源物ストックヤード大会議室

中島中学校武道場

長間区民会館

はしまコミュニティセンター多目的ホール

桑原学園後期課程屋内運動場

環境プラント会議室

次期ごみ処理施設の完成予想図

　任
期
満
了
に
よ
る
羽
島
市
長
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
告
示
日
は
11

月
22
日
（日）
で
、
そ
の
日
に
立
候
補

届
出
が
受
け
付
け
ら
れ
、
選
挙
運

動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　投
票
所
に
お
越
し
の
際
は
マ
ス

ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の
実
施
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
予
防
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。　今

回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、
令
和
２
年
８
月
21
日
以
前
か

ら
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
、
引
き
続
き
市
内
に
住
ん
で
い

る
平
成
14
年
11
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　投
票
す
る
当
日
に
羽
島
市
に
住

所
を
有
し
て
い
な
い
人
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

　　市
内
で
住
所
を
移
し
た
人
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
11
月
９
日
（月）
ま
で
に
転
居
届
を

提
出
し
た
人
は
、
新
し
い
住
所
の

投
票
所
で
投
票

②
11
月
10
日
（火）
以
降
に
転
居
届
を

提
出
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票

　投
票
時
間
は
、
投
票
日
11
月
29

日
（日）
の
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
で
す
。

　投
票
場
所
は
上
表
の
と
お
り
で
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
送
付
す

る
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
投
票
所
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、福
寿
投
票
区
は
、投
票
場

所
が
福
寿
小
学
校
か
ら
福
寿
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　投
票
所
入
場
券
は
、
11
月
22
日

日
（日）
の
告
示
日
に
各
世
帯
へ
発
送

す
る
予
定
で
す
。
お
手
元
に
届
く

ま
で
に
若
干
の
期
間
を
要
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　入
場
券
は
各
自
切
り
離
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
い

て
い
な
い
、
ま
た
は
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
投
票
所
で
申
し
出
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。

　投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
の

予
定
な
ど
が
あ
り
、
投
票
で
き
な

い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

期
間

　11
月
23
日
〜
28
日

時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８

時場
所

　羽
島
市
民
会
館
第
２
会
議

室持
ち
物

　投
票
所
入
場
券

期
間

　11
月
26
日
〜
28
日

時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
８
時

持
ち
物

　投
票
所
入
場
券

投
票
で
き
る
人

　投
票
日
に
、
長

期
出
張
や
旅
行
な
ど
に
よ
り
羽
島

市
の
区
域
外
に
い
る
見
込
み
の
人

で
、
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い
人

※
事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

投
票
用
紙
等
の
交
付
を
請
求
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

　身
体
障
害
者
手

帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
ち
基
準

に
当
て
は
ま
る
人
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
持
ち
要
介
護
５
で
あ

る
人
、
そ
の
他
都
道
府
県
知
事
等

が
書
面
で
証
明
し
た
人

手
順

　あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
た
め
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
人
は
、
11
月
25
日
（水）
の
午
後

５
時
ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
投
票
用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　自
ら
記
載
で
き
な
い
場
合
は
、

代
理
記
載
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　　投
票
日
に
指
定
施
設
（
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
等
）
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
見
込
み
の
人
は
、
各
施

設
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
各
施
設
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　次
期
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の
中
で
、

都
市
計
画
の
変
更
事
務
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
決
定
権
者
で
あ
る
羽
島
市
が
事
務

手
続
き
を
行
い
ま
す
。
同
組
合
が
策
定
し

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
環
境
影
響
評
価

の
結
果
を
受
け
て
手
続
き
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
機
関
等
と

の
事
前
協
議
や
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

な
ど
、
環
境
影
響
評
価
と
並
行
し
て
進
め

る
こ
と
が
可
能
な
手
続
き
を
、
前
倒
し
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
令
和
３
年
12
月
に
予
定
し

て
い
た
都
市
計
画
変
更
の
時
期
を
大
幅
に

前
倒
し
、
現
在
令
和
３
年
３
月
末
で
の
変

更
を
目
指
し
て
事
務
手
続
き
を
進
め
て
い

ま
す
。

　　同
施
設
組
合
は
、
羽
島
市
平
方
第
二
土

地
区
画
整
理
組
合
と
の
間
で
、
次
期
ご
み

処
理
施
設
建
設
用
地
等
の
売
買
に
関
す
る

覚
書
を
８
月
31
日
に
締
結
し
ま
し
た
。
今

後
、
同
施
設
組
合
は
羽
島
市
平
方
第
二
土

地
区
画
整
理
組
合
と
の
用
地
取
得
協
議
が

整
い
し
だ
い
、
速
や
か
に
仮
契
約
を
締
結

し
ま
す
。
都
市
計
画
決
定
の
変
更
が
完
了

し
た
後
、
本
契
約
を
締
結
す
る
手
順
と
な

り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
も
同
施
設
組
合
は
、
手
続
き

の
前
倒
し
が
可
能
で
あ
る
と
確
認
で
き
た

事
務
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
を
短
縮
し

て
き
ま
し
た
。

　昨
年
度
は
、
施
設
の
建
設
や
運
営
な
ど

の
方
式
を
検
討
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性

調
査
を
、
１
年
前
倒
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
同
組
合
議
会

に
お
い
て
、
管
理
者
で
あ
る
岐
阜
市
長
か

ら
、
「
羽
島
市
に
お
い
て
、
都
市
計
画
の

変
更
決
定
が
来
年
度
の
予
定
を
前
倒
し
し

て
、
今
年
度
末
の
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
諸
手
続
き
を

順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
稼
働

開
始
が
１
年
ほ
ど
前
倒
し
で
き
る
可
能
性

が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
建
設
用
地
が
平
成
28
年
６
月

に
羽
島
市
福
寿
町
平
方
地
区
に
改
め
て
決

定
さ
れ
て
か
ら
、
現
在
ま
で
の
４
年
余
り

の
各
種
事
務
事
業
の
積
み
重
ね
の
中
で
、

早
期
完
成
・
稼
働
に
向
け
て
注
力
し
て
き

た
結
果
で
す
。

生
活
環
境
課
（
内
線
２
１
２
３
）

　岐阜羽島衛生施設組合は、地方自治法の規定に基づき岐阜市、羽島市、岐南町、笠松町の

ごみの処理や処理施設の建設に関する事柄と、し尿（羽島市分除く）を共同処理するために

設置されている特別地方公共団体です。組合の管理者は岐阜市長、副管理者には羽島市長、

岐南町長、笠松町長、岐阜市副市長が就いています。

　規約により議会が設置され、予算等を定めます。羽島市からは市議会議長と副市長が議員

に充てられています。

　次期ごみ処理施設整備事業は、同組合が事業主体となって次期ごみ処理施設整備基本計画

の策定から環境影響評価業務、建設用地の取得、建設事業者の選定および建設工事などの事

務を行っています。

岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合

次
期
ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画
が
短
縮

　早
期
稼
働
の
努
力
実
る

投
票
で
き
る
人

市
内
で
転
居
し
た
人
の
投
票

投
票
時
間
・
投
票
場
所

投
票
所
入
場
券

不
在
者
投
票

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

バ
ロ
ー
羽
島
イ
ン
タ
ー
店
に
も

期
日
前
投
票
所
を
設
置

期
日
前
投
票

これからの 羽島のために まず一票

羽島市長選挙

11/29（日）に実施
問い合わせ先　市選挙管理委員会（内線5113）

環
境
影
響
評
価
と
並
行
し
て

事
務
手
続
き
を
進
め
る

稼
働
時
期
が
１
年
ほ
ど
早
ま
る

可
能
性
を
発
表

都
市
計
画
の
変
更

建
設
用
地
の
取
得
に
向
け

覚
書
を
締
結

一
部
事
務
手
続
き
を

前
倒
し
て
実
施

問
い
合
わ
せ
先

岐阜羽島衛生施設組合とは

次期ごみ処理施設整備の事業主体は岐阜羽島衛生施設組合です

福
寿
町
平
方
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200

150

175

（億円）

0

　独
立
採
算
が
原
則
の
企
業
会
計

に
は
、
病
院
事
業
と
上
水
道
事
業

が
あ
り
ま
す
。
病
院
事
業
は
収
益

的
収
支
で
は
経
常
損
失
と
な
っ
た

も
の
の
、
引
当
金
の
取
り
崩
し
に

よ
り
、
最
終
で
は
純
利
益
計
上（
８

億
４
７
２
６
万
円
）と
な
り
ま
し
た
。

　歳
入
全
体
の
決
算
額
は
２
4
3

億
7
3
3
万
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
て
17
億
３
4
7
0
万
円
、
約
７
・

７
％
増
加
し
ま
し
た
。

　歳
入
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が

自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
市
税
や
手
数
料
な
ど
の
自
主
財

源
と
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

依
存
財
源
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自

主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　元
年
度
の
歳
入
決
算
額
に
占
め

る
自
主
財
源
の
割
合
は
、
前
年
度

よ
り
4
・
1
ポ
イ
ン
ト
低
い
50
・

6
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

依
存
財
源
で
あ
る
市
債
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

　歳
出
の
決
算
額
は
2
3
8
億
6

7
0
6
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
18
億
1
8
3
4
万
円
、
8
・
2

％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　内
訳
を
見
る
と
、
保
健
医
療
や

福
祉
等
の
民
生
費
が
34
・
4
％
と

最
も
比
率
が
高
く
、
約
82
億
円
を

支
出
し
て
い
ま
す
。
次
い
で
総
務

費
が
22
・
1
％
、
衛
生
費
が
11
・

7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　総
務
費
は
20
億
4
9
3
万
円
増

加
し
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
は
、

新
庁
舎
建
設
事
業
に
よ
る
も
の
で

す
。　借

金
の
返
済
額
で
あ
る
公
債
費

は
、
前
年
度
と
比
べ
て
2
1
2
1

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
の
負

担
は
、
13
万
9
9
3
1
円
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ
て
５
９

７
８
円
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。　元

年
度
一
般
会
計
決
算
で
の
市

債
残
高
（
借
金
の
残
高
）
は
、
約

1
8
3
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
約
14
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
に
よ
る

も
の
で
す
。

　特
別
会
計
の
う
ち
、
国
民
健
康

保
険
は
、
被
保
険
者
数
の
減
な
ど

に
よ
り
、
歳
出
が
前
年
度
に
比
べ

４
億
１
３
０
３
万
円
（
５
・
７
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、
介
護
保

険
は
、
介
護
給
付
費
の
増
な
ど
か

ら
、
前
年
度
よ
り
歳
出
が
１
億
１

９
８
７
万
円
（
２
・
４
％
）
増
加

し
ま
し
た
。

歳　入
243億733万円

歳　出
238億6,706万円

元年度　羽島市一般会計決算

民生費
82億441万円

34.4％

総務費
52億8,169万円

22.1％

衛生費
27億9,812万円

11.7％

教育費
20億6,949万円

8.7％

公債費
15億651万円

6.3％

民生費
82億441万円

34.4％

市税
94億4,314万円

      38.8％

自主財源
50.6％

依存財源
49.4％

繰越金
5億2,391万円 2.2％

繰入金
11億4,700万円
4.7％

分担金及び負担金
5億577万円 2.1％

その他
6億8,874万円　2.8％

その他
5億3,239万円　2.2％

地方交付税
28億1,164万円

11.6％

市債
27億8,060万円

11.4％

県支出金
17億298万円

7.0％

国庫支出金
30億3,446万円

12.5％

地方交付税
28億1,164万円

11.6％

地方消費税交付金
11億3,672万円 4.7％

総務費
52億8,169万円

22.1％

衛生費
27億9,812万円

11.7％

土木費
22億2,769万円

9.3％

教育費
20億6,949万円

8.7％

公債費
15億651万円

6.3％

消防費
7億6,506万円　3.2％

農林水産業費
4億1,802万円

1.8％

その他
5億9,608万円

2.5％

市債
27億8,060万円

11.4％

県支出金
17億298万円

7.0％

国庫支出金
30億3,446万円

12.5％

国民健康保険

介護保険

簡易水道事業

下水道事業

羽島市・羽島郡二町介護認定審査会事業

インター北土地区画整理事業

駅北本郷土地区画整理事業

後期高齢者医療

病院事業

上水道事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

特

　別

　会

　計

 

 

企
業
会
計

会  計  別 歳入（収入済額） 歳出（支出済額）

一 般 会 計 243億733万円

73億7,151万円

52億4,439万円

583万円

26億6,034万円

2,385万円

9,127万円

1億3,827万円

7億6,208万円

67億5,128万円

8,998万円

8億6,784万円

1億5,636万円

238億6,706万円

67億7,887万円

50億4,501万円

465万円

24億833万円

2,385万円

3,401万円

1億413万円

7億4,502万円

64億6,416万円

2億9,334万円

6億4,061万円

5億7,152万円

歳出歳 入

会計別歳入歳出決算

H29 H30 R1H27 H28H29H28H27H26H25H24H23H22 R1H30 H27 H28 H29 R1H30

170億円
173億円 172億円 171億円

183億円

173億円

169億円

161億円 161億円 162億円

13万9,931円

12万6,932円

12万9,931円

13万3,953円

歳入  歳出

14

15

13

12

0 0

50

100

150

200

250

300
一般会計推移市民１人当たりの市税負担額の推移市債残高の推移（一般会計） （億円）（万円）（％)

（年度）
（年度） （年度）（年度）

経常収支比率の推移

0

85

90

95

100

13万3,934円

165億円

172億円 171億円

H27 H28 H29 H30 R1

97.2
95.9

86.8

95.4
96.2 229億

3,372万円
225億
7,262万円

243億
733万円219億

2,190万円
213億
9,756万円

229億
3,372万円

225億
7,262万円

243億
733万円219億

2,190万円

238億
6,706万円

213億
4,154万円

221億
2,678万円

220億
4,872万円

208億
1,949万円

238億
6,706万円

213億
4,154万円

221億
2,678万円

213億
9,756万円

220億
4,872万円

208億
1,949万円

　経
常
収
支
比
率
と
は
、
市
税
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
経
常
的
な
収

入
に
対
し
、
人
件
費
や
扶
助
費
な

ど
の
経
常
的
な
支
出
が
占
め
る
割

合
の
こ
と
で
、
財
政
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
で
す
。
こ
の
指
標
が
低

い
ほ
ど
財
政
の
弾
力
性
が
あ
り
、

自
治
体
独
自
の
施
策
に
充
て
る
財

源
が
多
く
な
る
と
い
え
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

新
庁
舎
建
設
に
よ
り

　
　
　
　
　歳
出
増
額

　令和元年度の一般会
計・特別会計・企業会計
の決算が市議会で認定さ
れました。市の決算状況
のあらましをお知らせし
ます。

■問い合わせ先
　　財務課（内線２３８２）

一

般

会

計

　歳
　
入

　歳
　
出

市
民
１
人
当
た
り
の
負
担

市
債
残
高
の
状
況

特

別

会

計

企

業

会

計

元
年
度
決
算
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　火
災
予
防
に
関
す
る
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
、
市
消
防
本
部

が
市
内
小
･
中
学
校
お
よ
び
義
務

教
育
学
校
か
ら
募
集
し
て
い
た
火

災
予
防
ポ
ス
タ
ー
に
５
８
５
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
が
決

火
気
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

申
込
方
法

必
要
書
類

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

市
長
賞
に
萩
原
百
香
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　今
井
田
知
奈
さ
ん

は
ぎ
わ
ら

い

　ま

　い

　だ

ち

　
　な

ま
り
、
作
品
は
11
月
15
日
（日）
ま
で

ぐ
る
っ
と
羽
島
（
は
し
ま
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
）
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。　

　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

▽
市
長
賞
＝
萩
原
百
香
（
中
央
小

３
）
今
井
田
知
奈
（
羽
島
中
２
）

▽
市
議
会
議
長
賞
＝
浅
井
椛
音（
堀

津
小
４
）
豊
�
千
江
里
（
羽
島
中

３
）
▽
市
教
育
長
賞
＝
近
藤
拓
磨

（
竹
鼻
小
６
）
河
合
穂
乃
佳
（
中

島
中
２
）
▽
消
防
長
賞
＝
小
島
あ

い
（
竹
鼻
小
４
）
古
賀
陽
菜
（
中

島
中
１
）

優
秀
賞

▽
消
防
協
会
長
賞
＝
荻
原
陵
玖（
竹

鼻
小
６
）
青
山
桜
子
（
中
央
中
２
）

▽
消
防
署
長
賞
＝
芝
拓
（
竹
鼻
小

５
）
篠
田
奈
々
水
（
中
央
中
２
）

▽
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
＝
片
山

明
依
（
竹
鼻
小
１
）
大
橋
稜
（
桑

原
学
園
９
）
▽
消
防
友
の
会
長
賞

＝
青
山
優
仁
（
中
島
小
２
）
廣
井

深
月
（
竹
鼻
中
２
）

　11
月
９
日
（月）
か
ら
15
日
（日）
ま
で

は
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
時
季
か
ら
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　市
内
で
発
生
す
る
火
災
の
原
因

の
多
く
は
、
「
た
き
火
・
こ
ん
ろ
・

た
ば
こ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
た

き
火
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
ん
ろ
は
「
そ
ば
を
離
れ
る

際
は
必
ず
火
を
消
す
」
、
た
ば
こ

は
「
布
団
の
中
で
吸
わ
な
い
・
灰

皿
に
は
水
を
入
れ
る
・
吸
い
終
わ
っ

た
後
は
火
が
消
え
た
か
ど
う
か
確

認
す
る
」
こ
と
が
重
要
で
す
。

　ま
た
、
火
事
が
発
生
し
た
際
に

早
急
に
対
応
す
る
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
・
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　消
防
本
部
予
防

課
☎
（
３
９
２
）
２
６
０
１

　令
和
３
年
度
の
保

育
園
お
よ
び
認
定
こ

ど
も
園
の
新
入
園
児

の
入
園
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

　申
込
書
等
は
各
保

育
園
、
認
定
こ
ど
も

園
お
よ
び
子
育
て
・

健
幸
課
（
中
庁
舎
）

窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
後
、
受
付
日
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
入
園
を

希
望
す
る
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
ま
た

は
子
育
て
・
健
幸
課

（
内
線
２
５
２
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新入園児を受付保育園・
認定こども園

※
一
次
募
集
で
定
員
に
満
た
な
い

園
の
み
二
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

二
次
募
集
を
行
う
園
は
、
後
日
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

①
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書

②
保
育
所
等
入
所
申
込
書
③
家
族

状
況
申
立
書
（
保
護
者
の
就
労
証

明
書
等
）
④
個
人
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
⑤
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）
⑥
印
鑑
（
朱
肉
を

使
用
す
る
も
の
）

※
①
・
②
は
、
児
童
１
人
に
つ
き

１
枚
必
要
で
す
。
教
育
認
定
（
１

号
）
希
望
の
人
は
②
・
③
は
不
要

で
す
。

※
左
表
の
日
程
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
11
月
４
日
か
ら
12
月
４

日
ま
で
に
子
育
て
・
健
幸
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

施設名 受付日 時間

11月6日（金）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

11月18日（水）

11月20日（金）

11月13日（金）

11月9日（月）

11月17日（火）

11月24日（火）

11月27日（金）

11月11日（水）

11月30日（月）

11月25日（水）

足近保育園
☎（391）2272

小熊保育園
☎（391）5012

竹鼻保育園
☎（392）2378

福寿保育園
☎（391）5532

江吉良保育園
☎（391）5645

堀津保育園
☎（398）6103

中島保育園
☎（398）6855

まさきこども園
☎（391）4319

ひかり泉こども園
☎（391）3852

くわばらこども園
☎（398）8237

桜花こども園
☎（391）4715

令和3年度入園受付日程表

　市
町
村
な
ど
の
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
財
政
の
健
全
性

に
関
す
る
比
率
の
審
査
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
つ

の
指
標
で
健
全
度
を
示
し
、
一
つ

で
も
基
準
を
超
え
る
と
、
健
全
化

計
画
の
策
定
や
外
部
監
査
を
義
務

付
け
る
「
財
政
の
早
期
健
全
化
団

体
」
に
移
行
し
、
さ
ら
に
悪
化
す

る
と
破
綻
状
態
の
「
財
政
の
再
生

団
体
」
と
な
り
、
事
実
上
国
の
管

理
下
と
な
り
ま
す
。

　今
回
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と

お
り
基
準
を
全
て
下
回
っ
て
お
り
、

当
市
の
財
政
状
況
は
健
全
段
階
で

あ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　実
質
公
債
費
比
率
は
、
４
・
２

％
で
、
前
年
度
と
比
べ
０
・
３
％

減
少
し
て
い
ま
す
。
将
来
負
担
比

率
は
、
23
・
2
％
で
、
昨
年
に
比

べ
11
・
2
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
経
費
の
削
減
、
計
画

的
な
借
り
入
れ
に
努
め
、
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　財
務
課
（
内
線

２
３
８
２
）

■
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実
質

赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費
比
率
④

将
来
負
担
比
率
の
四
つ
の
財
政
指

標
の
総
称
で
、
標
準
的
な
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
を
示
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会
計
等

の
実
質
的
な
収
支
の
赤
字
額
の
割

合②
連
結
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
実

質
的
な
収
支
の
赤
字
額
の
割
合

③
実
質
公
債
費
比
率
＝
一
般
会
計

が
負
担
す
る
公
債
費
（
借
金
の
返

済
額
）
や
、
企
業
会
計
等
の
公
債

費
に
充
て
る
た
め
の
繰
出
金
等
の

割
合

④
将
来
負
担
比
率
＝
地
方
債
残
高

（
借
金
の
残
高
）
な
ど
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
額
の
割
合

■
資
金
不
足
比
率
と
は

　公
営
企
業
ご
と
に
資
金
の
不
足

状
況
を
算
定
す
る
も
の
で
、
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
経
営
状
況

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
＝
資
金
不
足
額
の

事
業
の
規
模
に
対
す
る
割
合

※①実質赤字比率②連結実質赤字比率⑤資金不足比率に
　ついては、赤字額が無いため「－」で表示しています。   
   

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率

健全化判断比率・資金不足比率の状況（令和元年度）   

早期健全化基準 財政再生基準 羽島市

羽島市

羽島市(4.2)

羽島市(23.2)

早期健全化基準(25)

早期健全化基準(350)

財政再生基準(35)

経営健全化基準

12.91% 

17.91% 

25% 

350%

20% 

30% 

35%

－

－

4.2% 

23.2% 

－20%

（％）0

（％）0

10

100

20

200

30

300

40

400

元
年
度
算
定
結
果

用

語

説

明

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率  

基
準
値
を
ク
リ
ア

　自
治
体
病
院
は
、
行
政
機
関
、

民
間
医
療
機
関
、
介
護
施
設
等
と

連
携
し
た
地
域
医
療
の
中
核
で
す
。

　し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
患
者

が
感
染
抑
止
の
た
め
来
院
を
控
え

る
な
ど
の
要
因
で
、
診
療
報
酬
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
全
国
的
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　感
染
症
の
影
響
は
長
期
化
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地
域

住
民
が
等
し
く
適
正
な
医
療
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
た
め
に

は
、
そ
れ
を
支
え
る
自
治
体
へ
の

公
的
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

　市
で
は
、
県
内
の
自
治
体
病
院

設
置
自
治
体
の
岐
阜
市
、
大
垣
市
、

多
治
見
市
、
美
濃
市
、
恵
那
市
、

土
岐
市
、
飛
騨
市
、
郡
上
市
、
下

呂
市
と
連
携
し
、
「
自
治
体
病
院

の
経
営
安
定
化
支
援
に
関
す
る
要

望
書
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　10
月
７
日
に
は
、
賛
同
自
治
体

を
代
表
し
、
松
井
市
長
と
都
竹
市

長
（
飛
騨
市
）
が
厚
生
労
働
省
、

総
務
省
を
訪
問
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交

付
金
の
病
院
収
支
補
填
へ
の
活
用

や
継
続
的
措
置
、
特
別
減
収
対
策

企
業
債
や
地
方
交
付
税
措
置
の
拡

充
な
ど
の
３
項
目
を
各
省
幹
部
職

員
に
対
し
て
要
望
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
課
（
内
線
２
３
８
２
）
、
市

民
病
院
総
務
課
☎
（
３
９
３
）
０

１
１
１

病院設置10自治体が賛同

市民病院の経営支援求める

中
央
小
学
校
３
年

　萩
原 

百
香 

さ
ん

羽
島
中
学
校
2
年

　今
井
田 

知
奈 

さ
ん

賛
同
す
る
自
治
体
と
と
も
に

公
的
支
援
の
実
施
を
要
望

コ
ロ
ナ
の
影
響

診
療
報
酬
が
全
国
的
に
減
少

霞が関へ要望活動

厚生労働省医政局
迫井正深局長に要望書を提出

も

も

か
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免除 納付猶予 学生納付特例

国民年金の受給要件の違い 

未納

年金を受けるための
資格期間

受け取るときの
老齢基礎年金額には

障害・遺族基礎年金を
受けるための資格期間

後から保険料を
納めることは

受給資格期間に入ります
受給資格期間に

入りません

受けられない
場合があります

2年を過ぎると納める
ことはできません

反映されます
10年以内に追納しないと

反映されません
反映されません

受給資格期間に入ります

10年以内ならさかのぼって納めることができます
※経過して3年度目以降は、一定の金額が加算されます

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
け
が
・

病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
な
ど
に
年
金
を
受
給
で
き
る
よ

う
、
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
お
互

い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。
国
民

年
金
の
加
入
お
よ
び
受
給
要
件
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
全
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

　自
営
業
者
・
農
林
漁
業
者
・
無

職
の
人
・
学
生
、
第
２
号
被
保
険

者
の
配
偶
者
で
収
入
が
あ
る
た
め

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
人
な
ど

　
市
役
所
の
国
民
年
金
係
窓
口
で

加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
自
分
で
納
め
ま
す
。

納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の
翌

月
末
日
（
金
融
機
関
が
休
業
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。
納
付

書
に
よ
る
現
金
納
付
や
、
口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

納
付
（
事
前
登
録
が
必
要
）
が
で

き
ま
す
。

・
定
額
保
険
料

　１
カ
月

　１
万
６
５
４
０
円

・
付
加
保
険
料
（
希
望
者
）

　１
カ
月

　４
０
０
円

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
会

社
員
や
公
務
員
な
ど

　
勤
務
先
で
加
入
手
続
き
を
行
い

ま
す
。

　
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ま

す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
も
こ
の

中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　厚
生
年
金
の
加
入
者
で
あ
る
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

　
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
で

加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
第
２
号
被
保
険
者

の
加
入
す
る
厚
生
年
金
が
制
度
全

体
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

　
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
、
希
望
し
て
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
役
所
の
国
民
年
金
係
窓
口
で

加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

・
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳

　
以
上
65
歳
未
満
の
人

・
海
外
に
在
住
し
て
い
る
20
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
日
本
人

・
65
歳
以
上
で
70
歳
ま
で
に
老
齢

　
基
礎
年
金
受
給
権
を
確
保
で
き

　
る
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
生

　
ま
れ
の
人

※
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
60
歳

以
上
の
人
の
保
険
料
の
納
め
方
は
、

原
則
口
座
振
替
で
す
。

　　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
10
年
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た

人
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
受

け
る
年
金
で
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や
け

が
な
ど
で
障
が
い
者
に
な
っ
た
と

き
受
け
る
年
金
で
す
。

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

加
入
者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
を
満
た
し
た
配
偶
者
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
人
に
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る

配
偶
者
や
子
が
受
け
る
年
金
で
す
。

寡
婦
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
は
ず

だ
っ
た
夫
（
10
年
以
上
納
付
）
が

死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
妻
（
婚
姻

期
間
10
年
以
上
）
が
60
歳
か
ら
65

歳
に
な
る
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

　
国
民
年
金
保
険
料
を
３
年
以
上

納
め
た
人
が
、
何
の
年
金
も
受
け

ず
に
死
亡
し
た
と
き
、
遺
族
に
保

険
料
納
付
月
数
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

　　
保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
と
き

は
、
免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

老
後
の
年
金
額
に
影
響
が
生
じ
る

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
と
き
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
納
付
に
困
っ
た
と
き
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
所
得
に
応
じ
て
「
全
額
免
除
」

「
４
分
の
３
免
除
」「
半
額
免
除
」

「
４
分
の
１
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　　
失
業
な
ど
の
理
由
で
所
得
が
一

定
基
準
以
下
と
な
り
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
50
歳
未
満

の
人
が
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課（
内

線
２
２
６
４
）
、
岐
阜
南
年
金
事

務
所
☎
（
２
７
３
）
６
１
６
１

年金を増やせますこんな方法も

例

付加年金（年金受取額）の計算式

200円×付加保険料納付月数

付加保険料を10年間納めた場合

400円×10年（120月）＝48,000円

1年間に受け取る付加年金額

200円×10年（120月）＝24,000円（年額）

「付加保険料」で増やす
　第１号被保険者（任意加入被保険者を含む）

は、希望により付加保険料を納付することがで

きます。付加保険料は定額保険料にプラスして

納めることで、老齢基礎年金に付加年金が加算

されて支給されます。　

　保険料は、１カ月400円です。お申し込みは、

市役所の国民年金係窓口へ。

「国民年金基金」で増やす

　保険料免除・納付猶予・学生納付特例の承認

を受けた期間がある人は、定額の保険料を納め

ていないため老齢基礎年金を満額受けることが

できません。納めていなかった分の保険料を

「追納」して、老齢基礎年金の年金額を増やす

ことができます。

「追納」で増やす

　自営業者などの第１号被保険者は、厚生年金

に加入しているサラリーマンと異なり、将来受

け取る年金は老齢基礎年金のみとなります。

　そのため、第１号被保険者には老齢基礎年金

に上乗せできるように、公的な年金制度として

国民年金基金があります。

※国民年金基金への加入は、国民年金の保険料が

納付されていることが前提です。

※国民年金基金は付加年金を代行していますの

で、基金に加入すると付加保険料は納められ

なくなります。

▽問い合わせ・申し込み

　岐阜県国民年金基金　☎（ 2 7 2 ）5 8 5 5

　　　フリーダイヤル　　  0 1 2 0（ 6 5 ）4 1 9 2

「任意加入」で増やす
60歳になってからお申し込みください。

　国民年金から老齢基礎年金を満額受け取るに

は、保険料を20歳から60歳になるまで40年間納

めなければなりません。

　しかし、昭和61年３月以前の会社員等（厚生

年金・共済組合加入者）に扶養されている配偶

者や、平成３年３月以前の学生は国民年金の加

入が任意でした。

　そのため、この間国民年金に未加入の人は満

額の年金を受け取れません。そこで、60歳から

65歳になるまでの５年間、国民年金に任意加入

し、65歳から受け取る老齢基礎年金を増やすこ

とができます。

厚生年金基金

サラリーマン

老齢厚生年金

国民年金
（老齢基礎年金）

自営業者等

国民年金基金

国民年金
（老齢基礎年金）

上乗せ
部分

共通
部分

ここを補うのが

です。

国民年金基金

国
民
年
金
に

　
　加
入
す
る
人

こ
ん
な
と
き

　
　こ
ん
な
年
金
が

国
民
年
金
保
険
料
の

　納
付
が
困
難
な
と
き
は

第
１
号
被
保
険
者

第
３
号
被
保
険
者

任
意
加
入
被
保
険
者

第
１
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付

第
２
号
被
保
険
者

障
が
い
者
に
な
っ
た
ら

　障
害
基
礎
年
金

65
歳
に
な
っ
た
ら

　老
齢
基
礎
年
金

残
さ
れ
た
遺
族
に
は

　遺
族
基
礎
年
金

所
得
が
少
な
い
人

　保
険
料
免
除

学
生
の
人

　学
生
納
付
特
例

50
歳
未
満
の
人

　納
付
猶
予

あなたの未来を
サポート

特 集

国民年金
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　国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・
市
県

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
の
は
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　配
偶
者
や
ご
家
族
が
負
担
す
べ
き
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料

も
合
わ
せ
て
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
、
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
令
和
３
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　保
険
年
金
課
国
民
年
金

係
（
内
線
２
２
６
４
）

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
に

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

国
民
年
金
保
険
料
の

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置

大
人
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・

予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
徹
底
を

入
札
参
加
希
望
事
業
者
は
登
録
を

　自
宅
に
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
「
火
災

保
険
を
使
え
ば
無
料
で
屋
根
の
修
理
が
で

き
る
」
と
勧
誘
さ
れ
、
「
ご
案
内
」
と
書

か
れ
た
用
紙
に
住
所
と
名
前
を
記
入
し
た

と
こ
ろ
、
「
契
約
な
の
で
工
事
を
し
て
も

ら
う
。
工
事
を
し
な
い
場
合
は
保
険
金
の

30
％
を
払
っ
て
も
ら
う
」
な
ど
と
要
求
さ

れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
無
料
と

い
う
言
葉
や
「
と
り
あ
え
ず
名
前
だ
け
書

い
て
」
と
い
っ
た
勧
誘
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
消

費
生
活
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　市
民
相
談
室
（
内
線
２

５
３
３
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
例
年
行
っ
て
い
た
「
年
末
調

整
説
明
会
」
お
よ
び
「
青
色
申
告
決
算
説

明
会
」
は
中
止
し
ま
す
。

　な
お
、
給
与
支
払
報
告
書
、
総
括
表
お

よ
び
仕
切
り
紙
が
必
要
な
人
は
、
市
役
所

税
務
課
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
（
枚
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
）
。

問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
２
２
３
７
）

悪
質
な
修
理
業
者
に
ご
注
意
を

年
末
調
整
等
説
明
会
の
中
止

　11
月
は
水
利
地
益
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月

で
す
。
納
期
限
は
11
月
30
日
（月）
で
す
。

税
・
料
の
納
付

「
学
び
Ｅ
ｙ
ｅ
は
し
ま
」の
発
行
中
止

　市
や
市
関
係
機
関
等
の
講
座
・
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
掲
載
し
た
「
学
び
Ｅ
ｙ
ｅ
は
し

ま
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
各
種
講
座
等
の
実
施
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
今
年
度
の
発
行
を
中
止
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　生
涯
学
習
課
☎
（
３
９

11
月
12
日
〜
25
日
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

　女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、

暴
力
の
な
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
し
ま
す
。

　一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　子
育
て
・
健
幸
課
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）
、

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用
電
話
☎

（
２
１
３
）
２
１
３
１
、
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

☎
＃
８
０
０
８

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と
な
り
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間

　市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　家
庭
・
学
校
・
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
支
え
ま
し
ょ
う
。

標
語
・
合
い
言
葉
の
募
集

　「
家
庭
・
学
校
・
地
域
ぐ
る
み
で
育
む

青
少
年
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
標
語
・
合
い

言
葉
を
募
集
し
ま
す
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

か
ら
応
募
で
き
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

募
集
期
限

　11
月
30
日
（月）

問
い
合
わ
せ
先

　生
涯
学
習
課
☎
（
３
９

３
）
４
６
７
２

お
知
ら
せ

11
月
の

住
民
税
は
特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）と

な
っ
て
い
ま
す
か

　「
特
別
徴
収
」
と
は
、
事
業
者
が
従
業

員
に
代
わ
り
、
従
業
員
の
毎
月
の
給
与
か

ら
所
得
税
と
同
様
に
住
民
税
を
天
引
き
し

て
、
市
に
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
者

は
、
地
方
税
法
お
よ
び
県
と
市
町
村
の
条

例
に
よ
り
、
原
則
「
特
別
徴
収
義
務
者
」

と
し
て
従
業
員
の
住
民
税
を
特
別
徴
収
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

○
従
業
員
が
金
融
機
関
な
ど
へ
納
税
に
出

向
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

○
従
業
員
自
身
が
納
税
す
る
場
合
（
普
通

徴
収
）
の
納
期
限
は
年
４
回
で
す
が
、
特

別
徴
収
は
12
カ
月
に
分
割
し
、
毎
月
の
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

○
所
得
税
の
よ
う
に
、
給
与
支
払
者
が
税

額
を
計
算
し
た
り
、
年
末
調
整
を
し
た
り

す
る
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
毎
月
の
給

与
か
ら
天
引
き
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く

税
額
を
市
町
村
が
通
知
し
ま
す
。

　特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
者
に

対
し
て
市
町
村
は
、
個
人
住
民
税
特
別
徴

収
義
務
者
の
指
定
を
順
次
行
い
ま
す
。

　特
別
徴
収
は
、
事
業
者
が
行
う
べ
き
法

律
上
の
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
制

度
を
ご
理
解
の
上
、
特
別
徴
収
へ
の
切
り

替
え
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
２
２
３
７
・
２
２
３
８
）

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
を

迎
え
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患

の
あ
る
人
、
妊
婦
、
乳
幼
児
は
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
感
染
症
予
防
の
た
め
、
じ
ゅ
う

　令
和
３
・
４
・
５
年
度
の
物
品
納
入
な

ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
事
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業

者
・
小
規
模
事
業
者
の
税
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
事
業
者
の
保
有
す
る
建
物
や
設

備
の
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税
お
よ
び

都
市
計
画
税
を
、
事
業
収
入
の
減
少
幅
に

応
じ
、
ゼ
ロ
ま
た
は
２
分
の
１
と
し
ま
す
。

　中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
は
、
税

理
士
や
会
計
士
と
い
っ
た
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
等
に
、
①
中
小
企
業
者
・
小

　児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、
出
産
や
子

育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
談
先

　子
育
て
・
健
幸
課
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）
、
県
中
央

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
（
２
０
１
）
２

１
１
１
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
24
時
間
対
応
）
☎
１
８
９

　麻
し
ん
・
風
し
ん
は
感
染
力
が
強
い
た

め
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
広
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
は
、
期
間

内
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　１
期

：

１
歳
以
上
２
歳
未
満
の

子
ど
も
、
２
期

：

年
長
児
に
相
当
す
る
年

齢
の
子
ど
も

接
種
方
法

　指
定
医
療
機
関
に
予
約
し
、

接
種

持
ち
物

　母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
予

診
票
、
委
任
状
（
保
護
者
以
外
が
同
伴
す

る
場
合
）

問
い
合
わ
せ
先

　子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を
対

象
に
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
風
し
ん

の
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。
今
年
度
は
、
昭
和
41
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
に
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
ま
し
た
。
令
和
３

年
３
月
末
ま
で
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
管
財

課
に
て
配
布
し
ま
す
。

郵
送
受
付
期
間

　11
月
９
日
〜
12
月
18
日

（
当
日
消
印
有
効
）

窓
口
受
付
期
間

　12
月
１
日
〜
18
日
（
土
・

日
を
除
く
）

受
付
時
間

　午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先

　管
財
課
（
内
線
２
１
０

２
）

189
（
い
ち
は
や
く
）
知
ら
せ
て
守
る 

こ
ど
も
の
未
来

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

　11
月
12
日
〜
18
日

時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

※
前
記
期
間
以
外
は
、
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

問
い
合
わ
せ
先

　岐
阜
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
（
２
４
５
）
３
１
８
１

規
模
事
業
者
で
あ
る
こ
と
、
②
事
業
収
入

の
減
少
、
③
特
例
対
象
家
屋
の
居
住
用
・

事
業
用
割
合
に
つ
い
て
、
確
認
書
を
発
行

し
て
も
ら
い
、
必
要
書
類
と
と
も
に
税
務

課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
令
和
3
年
1

月
中
の
み
受
付
）
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
資
産
税
係
（
内

線
２
２
３
４
・
２
２
３
５
）

ぶ
ん
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

心
掛
け
、
手
洗
い
・
う
が
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

３
）
４
６
７
２
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今月の休日窓口業務

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11月22日（日）午前9時～午後4時  （市民課・保険年金課・税務課・収納課）



ぎ
ふ
清
流
お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
制
度
を
導
入

　移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人
が
安
心
し
て

外
出
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
「
ぎ
ふ
清

流
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
制
度
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
制
度
は
、
「
車
い
す
使
用
者
用
駐

車
区
画
」
に
加
え
て
、
歩
行
困
難
な
人
が

利
用
可
能
な
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
区
画
」
を
設

け
、
こ
れ
ら
の
区
画
を
利
用
で
き
る
対
象

者
の
範
囲
を
設
定
し
、
条
件
に
該
当
す
る

希
望
者
に
対
し
て
利
用
証
を
交
付
す
る
も

の
で
す
。

　対
象
駐
車
区
画
を
必
要
と
す
る
人
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

利
用
証
交
付
対
象
者

　障
が
い
の
あ
る
人
、

要
介
護
者
、
難
病
患
者
、
妊
産
婦
、
け
が

人
等
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
歩
行
困

難
な
人

問
い
合
わ
せ
先

　県
健
康
福
祉
部
地
域
福

祉
課
☎
（
２
７
２
）
８
２
６
１

資料の公開・配布先　市ホームページ、担当課、各コミュニティセンター

　（一財）自治総合センターが行う宝くじの社会貢献広

報事業の助成を受けて、自主防災組織育成、コミュニティ

活動の充実・発展のため、次の整備を行いました。

正木町三ツ柳区自治会　　　　　防災備品の整備

堀津町自治委員会　　　　　　　掲示板の整備

羽島市下中コミュニティ振興会　エアコンの整備

問い合わせ先　危機管理課（内線5103）

　　　　　　　市民協働課（内線2315）

　明るい選挙のイメージキャラクター「選挙のめいすい

くん」の羽島市版が、はしマイスターの広東もなさんの

協力のもと誕生しました。

　今後、投票済証、チラシ等の啓発活動に活用します。

市民の意見募集・結果公表（パブリックコメント）

 募集  羽島市障害者福祉計画・障害児福祉計画案

意見募集期間　11月25日～12月24日

提出・問い合わせ先　〒501-6292　羽島市竹鼻町55

羽島市役所福祉課　☎ (392) 1111 (内線2512）

FAX (394) 1240　　fukushi@city.hashima.lg.jp

 結果公表  羽島市家庭系ごみ有料化実施計画案

募集期間　9月1日～30日　意見数　39件（意見提出者：14人）　問い合わせ先　生活環境課（内線2123）

 募集  羽島市環境基本計画案

意見募集期間　11月26日～12月25日

提出・問い合わせ先　〒501-6292　羽島市竹鼻町55

羽島市役所生活環境課　☎ (392) 1111 (内線2123）

FAX (392) 8238　　seikatsu@city.hashima.lg.jp

な
ま
ず

め
い
す
い
く
ん

平
方
勢
獅
子

め
い
す
い
く
ん

美
濃
菊

め
い
す
い
ち
ゃ
ん

めいすいはしまフレンズが選挙啓発

宝くじ助成金で整備

ご当地めいすいくん

学
習
指
導
員

●
内
容
＝
市
立
中
学
校
で
の
学
習

支
援

　●
人
員
＝
５
人

　●
勤
務

時
間
＝
１
日
３
時
間

　●
期
間
＝

12
月
〜
令
和
３
年
２
月
（
勤
務
日

は
応
相
談
）

特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

●
内
容
＝
市
立
学
校
で
の
生
活
支

援
・
学
習
支
援

　●
人
員
＝
３
人

●
勤
務
時
間
＝
１
日
５
時
間

　●

期
間
＝
12
月
〜
令
和
３
年
３
月

※
申
込
方
法
＝
11
月
20
日

（金）
ま
で

に
申
込
書
を
学
校
教
育
課
へ
提
出

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

学
校
教
育
課
☎
（
３
９
３
）
４
６

７
４
へ 11

ガイド

募

集 月の
会
計
年
度
任
用
職
員

そ
の
他

催

し

企
画
展
「
寺
社
ゆ
か
り
の
絵
画
展
」

●
期
間
＝
12
月
20
日

（日）
ま
で

映
画
の
集
い
「
湖
の
琴
」

●
期
日
＝
11
月
14
日

（土）

　●
時
間

＝
午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
円
空
彫
作

品
展
」
羽
島
円
空
ニ
コ
ニ
コ
会

●
期
間
＝
12
月
18
日

（金）
ま
で

優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業

●
期
日
＝
11
月
21
日

（土）
・
22
日

（日）

●
時
間
＝
午
前
10
時
〜
、
午
後
２

時
〜

　●
上
映
作
品
＝
「
羅
生
門
」

「
醉
い
ど
れ
天
使
」
「
天
国
と
地

獄
」
「
わ
が
青
春
に
悔
な
し
」

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

　※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料

　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
11
月
２
日

（月）
・
４
日

（水）
・
９
日

（月）
・
16
日

（月）
・
24
日

（火）
・

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

　「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

〜
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
の
食

事
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
管
理

栄
養
士
が
講
義
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
11
日

（水）
午
前
10
時

〜
11
時

　●
場
所
＝
福
祉
ふ
れ
あ

い
会
館
２
階
地
域
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー

ス

　●
参
加
料
＝
無
料

　●
定
員

＝
先
着
30
人

　●
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
内

線
２
５
５
６
）
へ

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　11
月
は
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
と
お

は
な
し
広
場
を
中
止
し
ま
す
。

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
11
月
２
日

（月）
・
４
日

（水）
・
９
日

（月）
・
16
日

（月）
・
24
日

（火）
・

30
日

（月）
、
12
月
１
日
〜
４
日

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

図
書
館

成
人
の
日
記
念
式
典

市
民
菜
園
の
利
用
者

●
対
象
＝
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
市
内
在
住
者
で
、
１

世
帯
に
つ
き
１
人

　●
募
集
区
画

＝
31
区
画
（
１
区
画
30
㎡
）

　●

貸
付
場
所
＝
竹
鼻
町
西
的
場
（
13

区
画
）
、
竹
鼻
町
西
野
町
（
７
区

画
）
、
竹
鼻
町
下
鍋
屋
（
11
区
画
）

●
貸
付
期
間
＝
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
６
年
３
月
31
日

　●
利

用
料
金
＝
１
区
画
に
つ
き
年
間
３

０
０
０
円

　●
申
込
方
法
＝
所
定

の
市
民
菜
園
借
受
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
農
政
課
へ
提
出

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
よ
り
決
定

　●
申
込
期
限
＝
11

月
20
日

（金）

　●
詳
し
く
は
、
農
政

課
（
内
線
２
６
５
２
）
へ

　対
象
者
に
は
、
12
月
初
旬
ま
で

に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

●
期
日
＝
令
和
３
年
１
月
10
日

（日）

●
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

　●

場
所
＝
羽
島
中
学
校
、
竹
鼻
中
学

校
、
中
央
中
学
校
、
中
島
中
学
校
、

桑
原
学
園
後
期
課
程
の
各
屋
内
運

岐
阜
県
学
寮
の
入
寮
者
募
集

●
応
募
資
格
＝
岐
阜
県
出
身
、
東

京
都
内
の
大
学
昼
間
部
に
入
学
が

決
定
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
団

体
生
活
に
適
応
性
の
あ
る
男
子
学

生
※
入
学
決
定
前
の
応
募
可

　●

募
集
人
員
＝
30
名
程
度
（
原
則
１

年
生
）

　●
選
考
方
法
＝
書
類
お

よ
び
面
接

　●
申
込
方
法
＝
応
募

書
類
を
郵
送

　●
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
、
岐
阜
県
学
寮
（
東

京
都
文
京
区
小
日
向
１

－

18

－

11
）

☎
０
３
（
３
９
４
７
）
１
９
５
８

へ

♨今月の羽島温泉の休館日 11月5日（木）・16日（月）・25日（水）、12月5日（土）  

30
日

（月）

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

動
場
※
出
身
ま
た
は
近
隣
中
学
校

で
参
加

　●
対
象
＝
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
る
平
成
12
年
４
月
２
日

〜
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
※
現
在
市
内
に
住
民
登
録
が
な

く
て
も
、
右
記
の
期
間
に
生
ま
れ
、

市
内
小
中
学
校
の
卒
業
生
等
で
記

念
式
典
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

11
月
中
旬
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　●
詳
し

く
は
、
生
涯
学
習
課
☎
（
３
９
３
）

４
６
７
２
へ

会
員
募
集

　（
公
社
）
羽
島
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
一
般

家
庭
や
、
人
手
不
足
に
悩
む
地
元

企
業
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事
に
従

事
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
＝
市
内
在
住
で
60
歳
以
上

の
人

　●
入
会
方
法
＝
毎
月
20
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は

翌
平
日
）
の
午
後
１
時
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
会
議
室
（
市
民
会
館
南
）

で
開
か
れ
る
入
会
説
明
会
に
参
加

し
、
入
会
申
込
書
を
提
出
す
る

　

●
年
会
費
＝
２
０
０
０
円

　

講
習
「
学
童
・
放
課
後
保
育
」

　学
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
就
業
す
る
た
め
の
基
礎
知

識
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
＝
令
和
３
年
１
月
26
日
〜

28
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
会
場
＝
市
民
会
館
第
３
会
議
室

●
定
員
＝
10
人

　●
受
講
料
＝
無

料

　●
対
象
＝
市
内
在
住
で
参
加

後
シ
ル
バ
ー
へ
の
入
会
を
検
討
頂

け
る
60
歳
以
上
の
人

　●
申
込
方

法
＝
申
込
用
紙
を
持
参
、
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　●
申
込
期
限
＝
令

和
３
年
１
月
12
日

（火）
必
着

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
☎（
３

９
１
）
１
２
２
７
へ

公
益
社
団
法
人

　羽
島
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

愛知文教大学と包括協定を締結
多様な分野で連携協力

松井市長と協定書を交わす富田健弘学長

　市では、地域社会の発展と人材育成に寄与することを

目的に、愛知文教大学と連携協力に関する包括協定を締

結しました。

　10月５日に市役所で行われた締結式には、松井市長

と同大学の富田健弘学長が出席し、協定書に署名しまし

た。

　本協定の締結により、同大学が有する専門的で豊富な

知識や人材の活用が期待されます。また、今後は多様な

分野で連携を深め、地域社会の発展につなげます。
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information＋

●祝日は、全ての相談を休みます。

●相談は無料で、秘密は厳守します。

●予約については、事前にお問い合わせください。

糖尿病教室　　　　　時　間　午後2時～3時

参加料　無料

期日

糖尿病の合併症（医師）

食事療法
年末年始の食事の注意点（管理栄養士）

薬物療法
薬の種類と働き（薬剤師）

運動療法
自宅でできるおうち体操（理学療法士）

11/9
(月)

11/16
(月)

12/7
（月）

11/30
(月)

内　容（担当）

公開セミナー　　　　時　間　午後2時～3時30分
期日

小児科の先生が話す
赤ちゃんあるある対処法
（小児科　医長　橋本美緒）

11/11
(水)

内　容（担当）

問い合わせ先　市民病院☎（３９３）０１１１

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎（393）2231
ホームページアドレス　http://www.hashimac.org

問い合わせ先　市民相談室（内線2532）
種　　別 相　談　日 時　　間

市 政 相 談 毎週月～金曜日 8：30～17：00

行 政 相 談 12月3日 13：00～16：00

法 律 相 談
（ 予 約 制 ）

11月11日・27日 13：00～15：00

交通事故相談 毎週水・金曜日 10：00～16：00

年金・社会保険
労 働 相 談
（ 予 約 優 先 ）

12月7日 13：00～16：00

心配ごと相談
（ 予 約 優 先 ）

11月6日・20日、
12月4日

13：00～16：00

人 権 相 談 11月12日 13：00～16：00

家庭児童相談 毎週月～金曜日 8：30～17：00

母 子 相 談 毎週月～金曜日 8：30～17：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00～15：00

登記・相続相談
（ 予 約 制 ）

12月2日 13：00～16：00

不 動 産 相 談
（ 予 約 優 先 ）

11月18日 13：00～16：00

建築設計相談
(耐 震 相 談)

11月25日 13：00～16：00

多重債務相談
（ 予 約 優 先 ）

11月17日 13：00～16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日
9：00～12：00
13：00～16：00

休館に伴う業務日時の変更

11月30日まで

12月1日から令和3年4月16日まで

　不二羽島文化センターでは、9月23日から11月30日

まで部分休館、12月1日から令和3年4月16日まで全面

休館となります。

　休館中の事務所およびインフォメーションの利用を

次のとおり短縮しますので、お知らせします。

不二羽島文化センター相談ダイアリー

トピックス 市民病院

　桑原水源地は、昭和48年に開設され、現在
も市南部地域における上水道を供給している施
設です。
　近年は、地震に備えた対策として施設の耐震
化を実施すること、災害発生時にじゅうぶんな
水の供給を確保することが求められています。
このため、既設配水池の東隣りに新しい配水池
を増設します。
　完成は、令和4年の夏ごろを予定しています。

問い合わせ先　上下水道部工務課（内線2184)

桑原水源地配水池の築造

新しい配水池（イメージ図左側）

施設 利用時間

事務所

午前9時から
午後9時30分まで
※夜間利用がない日は
午後5時に閉館

インフォメーション
午前9時から
午後3時まで

※利用日は火曜日を除きます。

施設 利用時間

事務所
午前9時から
午後5時まで

インフォメーション
午前9時から
午後3時まで

※利用日は土・日・祝日を除きます。

　竹
鼻
ま
つ
り
で
曳
行
さ
れ
る
山
車
の
常

設
展
示
施
設
「
竹
鼻
ま
つ
り
山
車
会
館
」

が
10
月
10
日
、
竹
鼻
町
の
青
山
ス
ク
エ
ア

隣
接
地
に
開
館
し
ま
し
た
。

　同
館
は
、
一
般
財
団
法
人
国
際
ク
ラ
ブ

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
施
設
で
、
天
井
高
約
９

メ
ー
ト
ル
の
鉄
骨
造
平
屋
建
て
。
各
町
内

が
保
有
す
る
全
13
輌
の
山
車
を
定
期
的
に

入
れ
替
え
、
２
輌
ず
つ
展
示
し
ま
す
。

　ま
た
、
館
内
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー

で
竹
鼻
ま
つ
り
の
賑
わ
い
の
様
子
が
視
聴

で
き
る
ほ
か
、
展
示
さ
れ
て
い
る
山
車
を

解
説
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
備
え
て
い

ま
す
。

　市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館
や

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
は
し
ま
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
近
隣
の
文
化
・
観

光
施
設
と
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

展
示
中
の
山
車

　宮
町
、
新
町
（
11
月
末

頃
ま
で
）

開
館
時
間

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
館
日

　月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
・
祝

日
の
翌
日
・
年
末
年
始

入
館
料

　３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）、

市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館
、
不

二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
の
３
館
共
通

券
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　商
工
観
光
課
（
内
線
２

６
１
５
）

竹
鼻
ま
つ
り
山
車
会
館
が
オ
ー
プ
ン

新
た
な
観
光
拠
点

青山スクエア西に開館した山車会館

館内に展示された宮町、新町の山車
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※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診してください。

父：吉田武史さん　母：ひろみさん　〔正木町〕

（
2
歳
11
カ
月
）

父：飯沼信幸さん　母：朋美さん　〔福寿町〕

期　日 医療機関（医科・歯科）

11月1日
（日）

黒田医院（桑原町）

☎398-8201

はま歯科医院（正木町）

☎394-4662

11月3日
（火）

さの内科クリニック（小熊町）

☎391-8802

たなかファミリー歯科（正木町）

☎392-1158

11月8日
（日）

天外メンタルクリニック（福寿町）

☎392-1502

札場歯科医院（正木町）

☎392-8868

11月15日
（日）

丹菊整形外科（小熊町）

☎391-1411

ほっつ歯科医院（堀津町）

☎398-5272

11月22日
（日）

田中整形外科（正木町）

☎391-8555

正木伊藤歯科（正木町）

☎391-3112

11月23日
（月）

ながき内科クリニック（舟橋町）

☎393-0077

第一河合歯科医院（竹鼻町）

☎392-1567

11月29日
（日）

ばん皮膚科（正木町）

☎391-0056

丸の内歯科医院（竹鼻町）

☎322-6220

12月6日
（日）

山田医院（上中町）

☎392-2313

南谷歯科医院（小熊町）

☎392-8848

行　事　名　【 対 象 者 】 期　　日 時　　間

離 乳 食 教 室
【①5，6カ月児　②7～11カ月児】

11月18日（水) ①9：30～　②10：30～
（受付）

はみがき教室とフッ化物塗布
【2歳以上3歳未満の希望者】

11月19日(木) 9：50～11：05(受付)

健 康 相 談 随時 8：30～17：15

精神保健(こころの)相談 11月24日（火） 13：30～15：30

乳 が ん 検 診
【 3 0 歳以上の女性】 11月12日（木）

場所：正木コミュニティセンター

午前の部　 9：10～11：30
午後の部　13：10～15：30

（受付）大 腸 が ん 検 診
【 4 0 歳以上の女性】

胃がん検診（医療機関委託）
【 5 0 歳 以 上 】

令和3年2月27日（土）
まで

実施医療機関の診療
時間内

実施医療機関はホー
ムページでご確認ま
たは、保健センター
へお問い合わせくだ

さい

大腸がん検診（医療機関委託）
【 4 0 歳 以 上 】

子宮頸がん･体がん検診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
【 2 0 歳以上の女性】
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■人口　67,541人（－187）・男33,399人・女34,142人　■世帯数　26,895世帯（＋255）　令和２年10月1日現在　※(　）は、前年同月との比較

Facebook
フェイスブック ツイッター

羽島市の話題、最新情報をチェック!

Twitter
インスタグラム

Instagram 市政情報を選んで受信

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間約40分）　　■交付場所・予約先　保健センター（内線5302・5303）

＃78
災害時の対策は
　　できていますか

程度は自宅に備えておきましょ

う。

　また、災害が起こったとき、

自宅での安全確保が可能な人は

自宅での避難が基本です。その

ため、大きな家具や家電を固定

したり、赤ちゃんが過ごす場所

の周囲には物を置かないように

したりするなど、日頃から室内

を安全な環境にしておきましょ

う。

　避難場所や連絡方法など災害

が起きたときの対応について、

この機会に家族で話し合ってみ

ると良いですね。

　赤ちゃんがいる家庭では、一般

的な災害への備えだけでは足りま

せん。いざというときに慌てない

よう、事前に準備を整えましょう。

　ミルクやオムツなど、赤ちゃん

の生活に必要な物品を災害の後で

調達するのは大変ですので、普段

から多めに常備し緊急用にまとめ

ておくと便利です。災害直後の3

日分程度はリュックサックに、流

通が回復し始めるまでの1週間分

母子健康手帳の交付

11月  保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
子育て・健幸課（内線5302・5303・5304）

診療時間
午前9時～午後2時

◎広報紙の掲載内容は市ホームページでも確認できます。

羽島市公式LINE

※各がん検診は年度内に1回受診できます。
　生活保護世帯の人は無料のため、検診を受ける前に保健センターへご連絡ください。
※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※各種教室、相談、検診は予約が必要です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。

み
ゆ
う

実
優
ち
ゃ
ん

応募はコチラ
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ごみ処理施設の

建設計画早まる

収穫を迎える市内農地

幸
誠
く
ん

こ
う
せ
い

（
１
歳
8
カ
月
）

16


